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複合施設整備事業

自治体施設・インフラの老朽化対策・防災対策のための地方債活用の手引
き（令和２年７月）
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昭和40年代頃から中心市街地に建設されている公共施設のうち、老朽化し、または現行の耐震基準を満たし

ていない施設について、よりコンパクトなまちづくりのため、各機能を集約して複合化する。

○ 町のシンボル（顔）として、施設整備と併せ、隣接の公園や沿道と一体の空間整備を行うことで、街並みをリードする

景観を形成する。また、バスセンターの複合化により、交通拠点としての機能も加えることで、にぎわいの創出を図る。

〇 町では、複数施設を複合化することで、整備費や今後60年間の維持管理費も含めたコストが約5.7億円削減され
るものと試算している。

事業の概要

事業の効果

集約化・複合化事業⑨

北海道東神楽町（人口１．０万人）「複合施設整備事業」

・中心市街地において、

特に、老朽化し耐震性

の確保が必要となる公

共施設について、複合

化を実施。

・この検討に当たっては、

20名の町民で構成する

検討委員会を設置し、

基本構想や基本計画の

策定に際して同委員会

から意見を聴くなど、

住民との連携を重視し

た。

事業のポイント

事業実施期間：R元～R3年度
総事業費18.0億円

青年会館

バスセンター

交通指導会館

総合福祉会館

※ 複合施設には、この４施設の
ほか、役場庁舎の一部機能や
文化ホール、診療所等も含まれ
る予定（公適債非充当）

複合施設
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